
〇令和３年度は、第１期中期目標期間（６年間）の最終年度であることから、第１期中期計画に掲げた各項目を着実に実施する

〇本学の将来計画に沿って、学長のリーダーシップの下、第２期に向けた取り組みやキャンパス整備など重点的な取り組みを展開する

〇ビデオ会議システム等を用いた令和４年度以降のオンライン授業の検討【1】

〇教員間の授業参観の実施による教育の質向上／【成績評価】学修評価票（ルー

ブリック）による評価を取り入れた科目を検証【5】／ＩＲ活動として体系的・

継続的なデータを収集／データブックの作成や分析を実施【8】

〇【学生募集・三たん地域】情報学部教員の専門分野を生かした研究紹介や出張

講義の実施（研究分野への興味喚起で希望度が高く優秀な学生を確保する体制整

備）【11】大学院設置構想の推進【12】

〇学生修学支援貸付金や緊急授業料減免制度等の継続による学生修学支援【13】

〇短期語学留学プログラムを実施／国際センターを設立【19】

〇北近畿を舞台とした文理連携型の教育研究を推進【20】

〇開かれた学びの拠点として起業を志す者等を対象とした起業塾を開催【21】

〇「地域研究プロジェクト」により、地域課題の解決に資する研究を推進【22】

〇地域防災研究センターを設立【27】

〇ＩＴ人材育成塾など地域連携パイロットプロジェクト支援事業を推進【30】

〇シニアワークカレッジ事業／ラーニングアナリティクスプロジェクト／ 数理・

データサイエンス教育研究拠点設立事業を推進【31】

〇連携窓口を北近畿地域連携機構とし、研究活動等を効果的にＰＲ【34】

〇ホームページを更新し、北近畿地域連携機構の事業や成果等を情報発信【34】

〇連携研究員を迎え入れ、地域課題の解決策に関する共同研究等を実施【34】

〇スマートシティ研究会の立ち上げ／北近畿創生フューチャーセッションの実施

／若者まちづくり未来ラボ事業を継続【36】／「まちかどキャンパス」の事業を

展開し、中長期計画を検討【37】／高大連携研究会を開催【38】

〇学長の下に大学に係る重要な事項を審議する経営会議を定期的に開催【42】

〇附属機関及び委員会での協議事項が法人経営や大学運営に反映できる体制を

構築【42】

〇情報学部の技術協力によるデジタル化と事務局による学内の業務改革により、

デジタルトランスフォーメーション（DX）を推進【56】

〇第２期中期計画期間中の教員採用計画を作成【58】

〇オンライン相談やＷｅｂ媒体、近畿圏内の塾や予備校等への訪問を含めた働

きかけを強化し、志願者（検定料収入）の増加を図る【60】

〇学外者による利用可能な施設と利用可能時間を検討【65】

〇自治体や企業、各種団体等との連携し、共同事業等を推進【66】

〇第１期中期目標期間の業務の実績の準備【71】／第２期中期計画の策定【72】

〇認証評価機関への改善報告書の提出【73】

〇教育研究の取組みを積極的に発信【77】

〇本学の知名度に関する調査を福知山市内で実施【77】

〇長寿命化計画に基づく施設管理及び整備【83】

〇学内ネットワークシステムの更新【89】

〇大学院設置に係る施設整備の推進【89】

主な取組

教育の質向上

研究の質向上

地域協働（地域貢献）の質の向上

業務運営の改善と効率化

財務内容の改善

自己点検・評価及び情報公開

その他業務運営

福知山市の規則で定める業務運営

【 】内は年度計画番号

公立大学法人福知山公立大学令和３年度年度計画の概要


